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釧路公立大学大学名内海智宏個人・
グループ名

１名人数ゴミ箱発見支援アプリケーションの開発作品名

問題背景・開発目的
近年、多くの観光地で訪問者増加により景観の悪化などを招く
「オーバーツーリズム」が問題となっている。なかでも散乱ゴミの増加は深刻で
あり歩行中のポイ捨てが土壌・海洋汚染の発生にもつながっている。一方で、防犯
面から公共ゴミ箱の設置には制限があり、来訪者が捨てたくても捨てられない状況
がある。そこで、外出先でも利用者がゴミ箱の設置場所を容易に確認し、適切に投
棄できるように支援するアプリケーションを開発した。

アプリケーション概要・技術構成
・本アプリケーションは最短で行けるゴミ箱までの距離と方位角を画面に表示し
ユーザーを案内する機能を有している。

ボタン操作で
探索開始

探索前画面 探索後画面

・探索を開始するとオレンジ色の
？マークのカ所に距離が表示される

・中心にある矢印が回転する

・もしゴミ箱と距離が近づくとアプリ
に通知がくる仕様となっている

・ゴミ箱は座標データとして一括管理
している

・本アプリはアプリストアから
ダウンロードする必要のないPWAで構築しており
ソースコードの更新が1分単位で可能である。よってゴミ箱の移動等にも即座対応
が可能である。

処理の流れ
①現在位置情報の取得
最短で行けるゴミ箱

を決定

②地図上での方位角と
端末の方位角（絶対値）

を取得

③矢印の回転度を算出

（参照）

ゴミ箱の座標
（緯度,経度）

ソースコードに記載している座標

SDGsとの関連について
アプリの有効性を検証するため市街地でゴミ箱を探す実験を30名に実施してもらった
ところ、全員がアプリの案内通りに到達できた。その後、被験者にアンケートした
ところSDGsへの関心度が高まった回答が得られた。これについて同様の質問を本学
の他の学生を対象にした事前調査と比較すると統計的にも有意な結果が見られ、
ゴミ箱を発見できたという成功体験が環境意識向上に寄与する可能性が示された。


